
対    象　大学等の研究者・学生、医療従事者、企業関係者

　　　　      定員16名の内訳は、看護系 4-8名、工学・企業4-8名を見込んでおります。
　　　　　  1企業からの参加者が多い場合には調整させていただくことがあります。

参 加 費  当会ものづくりワークショップ参加経験者 ・学生 無料
　　　　 会員・賛助会員 1,000円　　   非会員 5,000円

申込〆切  ２０２５  年 １２  月 ５ 日 （金）  
　　　　　　  ただし、定員に達した時点で締め切らせていただきます。

お問合せ  看護理工学会次世代委員会

　　　　　　  nsewakate@gmail.com

　“ものづくり” には、看護・理・工・企業が、看護現場のニーズを共通認識

できるための手法が必要であることから、このワークショップが企画されました。

目    的　「ベッド上での食事支援」 について、必要とされる課題を特定する思考を
　　　　　学び、具体的なニーズを導きだす過程を理解する。

方　 法　グループワーク：臨床を知る看護師とよく知らない人との対話・議論
1. 事象をよく観察し、事象から多くの課題を導き出す [写真と説明→対話]。
2. 課題を特定する [議論]。
3. 具体的にニーズを表現する [議論]。

看護理工学会  次世代委員会

第 ６ 回 ニーズ解釈体験型
ワークショップ

２０２５年 １２月２０日（土）　９：００～１６：００
                                                                          

日時

会場 オンライン（zoom）

Ç√
定員 １６ 名

事前予約制

１２ / ５〆切

ワークショップの内容

✉

－看護現場の困りごと 「ベッド上での食事支援」 を正しく捉えよう－

申込

URL
https://app.payvent.net/emb
edded_forms/show/68e60fc

0603a942696b885e9

知財の扱い：本ワークショップで知り得た具体的な

内容は、基本的にオープン情報として取り扱います。


